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Ⅰ はじめに

酸性雨はどこから来るのか。気象衛星ひまわり画像を逆再生して解析できないか考えた。無論雲の動きは直接大気の流れを反

映しない。雲ができやすい場所が移動している場合もある。しかし、何らかの相関が得られると考え、調べることにした。

Ⅱ 実験の方法

2002年11月～2003年9月の酸性雨はパックテストで調べた。また19

97～2001年は全気象関西地方本部ホームページのデータをお借りし

た。ひまわりの画像は高知大学のホームページからお借りした。画像は、降

雨時間から、過去10日のデータを、Windows標準添付のプレビューで

逆再生しその雨を降らせた雲がどこの地区の上空を通過してきたかを調

べた。 雲の通過地点は右図の６区に分けた。衛星ひまわりが地球食

の時は「不明」とした。さらに降水量とｐＨから雨水中の総水素ｲｵﾝ量の推移を調べた。
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図③ 結果１ 酸性雨と水素イオンの推移

上山と京都は場

所が異なるため直

接 比 較 で き な い

が、2001年までは

酸性雨がひどくなる

傾向、近年は回復

の傾向が見られた。

水素ｲｵﾝ(量)も同様の結果が見られた。98/02/28のｐH3.1

降水量４ｍｍの雨をｐＨ３で概算すると１ｍ２あたり0.004gの水素

イオンを含み、硫酸で降ったと仮定すれば、１ｍ２あたり 0.196g、

１平方キロﾒｰﾄﾙあ

たり約0.2ｔの濃硫

酸が降ったこととな

る。ｐＨ３の希硫酸

なら20ｔ分降ったこ

とになり、数字遊び

ではあるが恐怖を

感じた。
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図１ 窓からの採水風景

Ⅳ 結果２ 通過地区ごとのｐH分布

日本に最もよく酸性

雨を降らす雲は、雨

は中国北西上空を

通過することが多く、

ｐＨ4.1～4.5の酸性

雨で、日本に最も多

くの影響を与えてい

る。東南アジアおよ

び中国北部・北朝

鮮も無視できない。

中国北西上空を通

過して日本に至る雲

が多いことは、偏西風

が最も大きな要因と考

えた。
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Ⅴ 結果３ 季節ごとのｐＨ地区分布の変動

季節毎に分析した結果の特記事項

１ 春は、黄砂による中和のためか、同じ地区

でも酸性の強い雨と弱い雨に分かれた。

２ 東南アジア方面を通過してくる雲からの酸

性の強い雨は夏期に多い。

３ 秋は酸性雨が降る機会が少ない。

４ 冬は酸性雨が多かった。特に中国東北部

や北朝鮮上空を通過した雲からの強い酸性

雨が目立った。

私達はさらに分析することとした

Ⅴ 結果４ ｐHごとの通過地区分布 再分析

図４では通過地区ごとの降雨頻度が異なり、地区ごとの特徴が把握し難たかった。そこ

でグラフを百分比で再作成した。中国北西部に加え、ｐH3.6～4.0の雨は東南アジアおよ

びグラフの「北中国朝鮮」すなわち中国北東部や朝鮮半島北部を通過してきた雲から降

る雨からもたらされていた。事例は少ないが、ｐH3.1～3.5の酸性雨もこの地区からもたらされ

ていた。

インドやタイは工業化が進んでいると報じられている。中国北東部や朝鮮半島北部も工

業化が進んでいるのであろうか。 中国の改革開放以前は産出する石炭エネルギーにより

工業の中心であったが、解放後は上海、江蘇省、浙江省の「長江デルタ」を核とした蘇

州、無錫、昆山などの開放都市を中心とした「南部地域」が工業の中心となり、北部は炭

鉱閉山が相次ぎ失業地帯となっている。石炭からの産業エネルギー供給は減少したと考えられる。しかし石炭は暖房にも使う。脱

硫装置のない 一般家庭で燃料とした場合、相当量の汚染物質が放出される。

ここで私達は考え落ちに気づいた。中国北東部や朝鮮半島北部と日本では冬の期間が異なる。

左は東京と平壌の月別平均気温だ。平壌

の冬は11月から3月までと考えられる。私達は

これに基づき冬のグラフ(図）を再作成した。

Ⅵ 結果５ 冬期のｐＨ地区分布の変動

再作成の結果、「北中国朝鮮」すなわち中

国北東部や朝鮮半島北部を通過してきた雲

から降る雨で強い酸性雨が観察されていたこと

が分った。「冬」に関わる酸性雨のようだ。

「万景峰号」はじめ、北朝鮮への輸出品に

「古タイヤ」があり、石炭と同等の火力をもつ

燃料として使っているとの報道があった。2003/

09/08タイヤ工場でゴムと硫黄の混合過程にお

ける爆発炎上が報じられた。調べて驚いた。ゴム製品は加硫されており、輪ゴムで6%。粗悪

な中国東北部の石炭の約２倍だ。 航空タイヤでは20%。質の悪い石炭の６～７倍の環

境汚染効果がある。

Ⅴ まとめ

～先輩方の研究から調べたこと～

研究目的の「何らかの相関」について

は、地区ごとに異なる結果や、北中国朝

鮮を通過してきた雲からの酸性雨の季節

分析から、相関はあったと思われる。

近年、一般のスキー客も蔵王の樹氷

の黒さを感じている。山形大学柳澤先生

よりお示しいただいた樹氷の氷を濾過した

フィルターは黒かった。大気汚染の原因

がゴムと断定はできないが、輪ゴムを燃や

した場合多様のススが出る。現在は脱硫

装置が設置され、主にカーボンだけ日本

に運ばれてくる可能性は否定できない。

また、タイヤチップの輸出規制はある

が、輸出業者もある。ネットでは、無償で

北朝鮮に送るNPO団体の記事もあった。

水素イオンの使い方。データーで推測

する世界。学校で習ったことを生かしここま

で分析を進めた先輩方に驚きました

http://www.j-cast.com/2013/01/19161881.html?p=all

